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木曽川沿川を好きになる地域づくり情報紙 

か
わ
な
み
エ
リ
ア
で
活
躍
中
 

8
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
 

か
わ
な
み
エ
リ
ア
で
は
、8
市
町
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
が
運
行
中
。
ど
れ
も

低
料
金
で
利
用
し
や
す
い
の
が
魅
力
で
す
。で
き
る
だ
け
多
く
の
公
共
施
設
を
経
由
す

る
コ
ー
ス
が
組
ま
れ
、停
留
所
も
き
め
こ
ま
か
く
設
置
さ
れ
て
い
て
便
利
で
す
。 

※コミュニティバスは同じ市町内でも、いろいろ
な車体色がありますのでご注意下さい。
※コースは定期的に変更が行われますので、
事前にご確認下さい。

※平日と休日でコースが異なる場合もあります。
※料金は年齢や健康状態等により減免される
場合があります。

ぶらり・かわなみ 
コミュニティバスの 旅 
コミュニティバスに 
乗ってかわなみを 

再発見 

　 

 

 

 

 

 

 

自治体が住民の移動手段を確保するために運

行しているコミュニティバスは、駅や市街地へ、公

共施設へと向かう暮らしの足として大切な存在。

みんなで利用すれば環境にもやさしい乗り物で

す。それに、かわなみエリアに点在する名所へ

行くのにも、実はとっても便利。ちょっとした

旅気分を味わえるコミュニティバスに乗

って、ぶらりとお出かけしませんか？ 

料 金 

運 休 

問 

1乗車200円 
土・日曜、祝日、12/29～1/3 
犬山市交通防犯課　10568-61-1800(代)

犬山市コミュニティバス
犬山駅東口、西口を起点に7系統を運行。 
曜日によって運行コースが変わる。 

料 金 

運 休 

問 

1区間100円（最大300円） 
12/29～1/3 
江南市総務課　10587-54-1111(代)

江南市コミュニティ・タクシー「いこまいCAR」
かわなみエリアで唯一、タクシー使用のコミュニティ 
交通機関。2系統を運行。 

料 金 

運 休 

問 

1乗車100円 
12/29～1/3 
一宮市地域ふれあい課　10586-28-8955

一宮市循環バス「  －バス」
一宮、尾西北、尾西南、木曽川・北方の4コース（7月1日より）。 
乗り継ぎに便利な時刻表になっている。 

料 金 

運 休 

問 

1乗車100円 
12/29～1/2 
各務原市商工振興課　1058-383-9926

各務原ふれあいバス
市民会館、産業文化センターを起点に7月1日より平日3系統、 
土・日4系統で市全域をくまなくネットワーク。 

料 金 

運 休 

問 

1乗車100円 
土・日曜、祝日、12/29～1/3 
岐南町総務課　1058-247-1331

岐南町巡回バス「にじバス」
役場を起点に町内をぐるりと一周するコース。 
岐南駅、笠松駅にも立ち寄る。 

料 金 

運 休 

問 

1乗車100円 
日曜、祝日、12/29～1/3 
羽島市防災交通課　1058-392-1111(代)

羽島市公共施設巡回バス
羽島温泉を起点に2つのコース。 
両コースが市役所、市民病院、岐阜羽島駅などで接続する。 

料 金 

運 休 

問 

1乗車100円 
12/29～1/3 
笠松町企画課　1058-388-1113

笠松町公共施設巡回町民バス
東西に長い町域を結ぶコース。かわなみエリアで 
初めて車椅子リフト付きバスを導入。 

料 金 

運 休 

問 

1乗車100円 
日曜、祝日、12/29～1/3 
稲沢市生活安全課　10587-32-1111(代)

稲沢市巡回バス
森上駅、上丸渕駅を起点とする2コース。 
通勤・通学の便を図り朝と夜に運行。 
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どれも低料金 
なのがうれしいね 

フラワーパーク江南（江南花卉園芸公園）は、 
一部開園に向け整備を進めています。 
 

か
わ
く
ん 

な
み
ち
ゃ
ん 



江
南
市
の 

「
い
こ
ま
い
Ｃ
Ａ
Ｒ
」は 

ふ
れ
あ
い
が
楽
し
い 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・タ
ク
シ
ー 

各
務
原 

ふ
れ
あ
い
バ
ス
で
行
く 

木
曽
川
河
畔
の 

お
で
か
け
ス
ポ
ッ
ト 

　
市
内
全
域
に
路
線
網
を
広
げ
る
各
務
原
ふ
れ
あ
い
バ
ス
。

な
か
で
も
川
島
北
部
線
は
見
ど
こ
ろ
が
多
い
路
線
で
す
。

　
今
回
は
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
乗
車
。バ
ス
は
目
抜

き
通
り
の
「
那
加
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
」
や
旧
中
山
道
の
宿
場

間
の
休
息
所
で
あ
っ
た
「
新
加
納
立
場
」
を
走
り
ま
す
。

町
並
を
抜
け
、北
派
川
の
堤
防
を
越
え
る
と
、左
手
に
見

え
る
の
は
国
営
木
曽
三
川
公
園
・
か
さ
だ
広
場
。
広
大
な

芝
生
広
場
と
遊
具
が
あ
る
、ア
ウ
ト
ド
ア
派
の
家
族
に
人

気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
お
よ
そ
20
分
で
、水
と
緑
に
包
ま
れ
た
河
川
環
境
楽

園
へ
。
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
、観
覧
車
の
す
ぐ
下
ま
で
バ
ス
が

乗
り
入
れ
ま
す
。バ
ス
は
さ
ら
に
進
ん
で
、正
面
に
ツ
イ
ン

ア
ー
チ
1
3
8
を
見
な
が
ら
木
曽
川
の
本
流
に
か
か
る

平
成
川
島
橋
を
渡
り
ま
す
。
大
き
な
買
い
物
袋
を
提
げ

た
お
婆
さ
ん
が
、川
島
の
町
外
れ
の
バ
ス
停
で
降
り
よ
う

と
す
る
と
、運
転
手
さ
ん
が
一
声
「
あ
わ
て
な
い
で
、ゆ
っ

く
り
降
り
て
い
い
よ
」
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ふ
れ
あ
い
に
、心
が

ほ
っ
と
し
ま
す
。

　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
40
分
弱
。

終
点
の
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
に
到
着
で
す
。

河
川
環
境
楽
園 

沿
線
の
お
で
か
け
ス
ポ
ッ
ト 

　
東
海
地
方
き
っ
て
の
親
水
公
園
で
す
。
木
曽
川
水
系
を
再
現
し

た
「
木
曽
川
水
園
」
、さ
ま
ざ
ま
な
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
た
「
自
然
発
見
館
」
、「
ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
」
な
ど
、一
日
楽
し

め
ま
す
。

　河川環境楽園下車
10586-89-8200（アクア・トトぎふ）
10586-89-7022（自然発見館）

1
3
8
タ
ワ
ー
パ
ー
ク（
一
宮
市
） 

　
高
さ
1
3
8
メ
ー
ト
ル
の
「
ツ
イ
ン
ア
ー
チ
1
3
8
」
が

シ
ン
ボ
ル
の
、四
季
折
々
の
花
が
咲
く
自
然
豊
か
な
公
園

で
す
。
昨
年
誕
生
し
た
「
も
く
も
く
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
で
は
、

池
や
森
で
遊
び
な
が
ら
自
然
観
察
が
で
き
ま
す
。

　渡西口下車、徒歩５分
　毎月第２月曜（８月、12月をのぞく）、12/26～12/30
10586-51-7105

バス停もいろいろ 
各務原ふれあいバスは、バス停の標識
も各務原ゆかりのものをデザインした
バラエティ豊かなもの。こんな楽しい
工夫もコミュニティバスならでは。

停

す
い
と
ぴ
あ
江
南 

沿
線
の
お
で
か
け
ス
ポ
ッ
ト 

　
会
議
、研
修
、ス
ポ
ー
ツ
、宿
泊
な
ど
幅
広
く
使
え
る
複
合
施
設

で
す
。
目
玉
は
地
上
47
メ
ー
ト
ル
か
ら
、か
わ
な
み
エ
リ
ア
の
パ
ノ
ラ
マ

が
楽
し
め
る
展
望
室
。
館
内
に
は
木
曽
川
の
歴
史
や
暮
ら
し
、自
然

を
紹
介
し
た
展
示
室
も
あ
り
ま
す
。

　すいとぴあ江南下車
10587-53-5111

停

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館 

　
薬
に
関
す
る
こ
と
が
な
ん
で
も
わ
か
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。
昔

の
製
薬
道
具
や
明
治
時
代
の
薬
屋
の
店
先
な
ど
、ど
れ
も
興
味
深

い
も
の
ば
か
り
。
季
節
ご
と
に
花
を
咲
か
せ
る
広
大
な
薬
草
園
や

熱
帯
温
室
も
見
も
の
で
す
。

　内藤記念くすり博物館下車
　月曜、12/28～1/8
10586-89-2101

停 停

休休

▲運転手の柳川さん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
出
か
け
よ
う
！ 

那加駅

新那加駅 市民公園前駅

産業文化
センター

那加メインロード

東
海
北
陸
自
動
車
道

各務原市役所前駅
市役所

JR高山本線

名鉄各務原線

国営木曽三川公園
かさだ広場

平成川島橋

木曽川

北派川

川島総合
スポーツ公園

松倉城跡

南派
川

川まつり資料館

三井池公園

航空自衛隊
岐阜基地

新加納
一里塚少林寺

新加納駅新加納駅

内藤記念くすり博物館

河川環境楽園

138タワーパーク

21

各務原ふれあいバス川島北部線

いこまいCAR　すいとぴあ・
布袋ふれあい会館コース

市民グランド・
市民プール

音楽寺

木曽川

曼陀羅寺公園

市役所 北野天神

富士の塚の碑
布袋ふれあい会館

名鉄
犬山
線

江南駅

布袋駅

すいとぴあ江南

155

江南花卉園芸公園
（フラワーパーク江南）

　
江
南
市
で
は
、か
わ
な
み
エ
リ
ア
で
唯
一
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
な
ら
ぬ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
タ
ク
シ
ー
」
が
運
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
乗
り
方
は
バ
ス
と
ま
っ
た
く
同
じ
。
決
ま
っ
た
時

間
に
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
を
走
り
、停
留
所
か
ら
乗
車
し
ま

す
。
た
だ
、タ
ク
シ
ー
の
定
員
は
5
人
。
乗
客
が
多
い
場

合
は
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
運
転
手
さ
ん
に
よ
る

と
、す
ぐ
に
無
線
で
応
援
を
呼
び
、５
分
以
内
に
臨
時
便

が
や
っ
て
く
る
と
の
こ
と
。

　
タ
ク
シ
ー
な
ら
で
は
の
ふ
れ
あ
い
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。

タ
ク
シ
ー
で
は
乗
客
同
士
が
密
接
し
て
い
る
の
で
、親
し
く

な
る
人
が
多
い
と
か
。
今
日
も
「
あ
ら
、お
久
し
ぶ
り
」「
こ

ん
に
ち
は
」
と
自
然
に
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
す
い
と
ぴ
あ
・
布
袋
ふ
れ
あ
い
会
館
コ
ー
ス
の
終
点
に

は
「
す
い
と
ぴ
あ
江
南
」
が
あ
り
ま
す
。
江
南
駅
西
停
留

所
か
ら
約
15
分
。
電
車
と
タ
ク
シ
ー
を
乗
り
継
い
で
こ
こ

を
訪
れ
る
人
も
多
い
そ
う
で
す
。
今
秋
に
は
「
江
南
花
卉

園
芸
公
園
」
も
開
園
す
る
予
定
で
、ま
す
ま
す
利
用
が

増
え
そ
う
で
す
。

▲江南の中心部を走る
　いこまいCAR

2



一
宮
市
循
環
バ
ス 

「
　-

バ
ス
」
で
行
く 

尾
西
地
区
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
ま
し
た

みんなで 
どんどん 
利用してね！ 

一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
・
旧
林
家
住
宅 

沿
線
の
お
で
か
け
ス
ポ
ッ
ト 

　
資
料
館
に
は
、街
道
や
川
湊
、地
場
産
業
の
毛
織
物
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示
。
旧
林
家
住
宅
は
江
戸
時
代
の
伝
統
的

な
町
屋
建
築
の
様
式
を
よ
く
残
し
、国
の
登
録
文
化
財
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　尾西歴史民俗資料館下車
　月曜、祝日の翌日、年末年始
10586-62-9711

一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
 

　
三
岸
節
子
は
明
治
38
年
生
ま
れ
で
、花
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
を
描

い
た
作
品
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
観
は
毛
織
物
工
場
を
イ
メ
ー
ジ
。

土
蔵
を
利
用
し
た
展
示
室
に
は
ア
ト
リ
エ
も
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

停

休

　三岸節子記念美術館下車
　月曜、祝日の翌日、年末年始
10586-63-2892

停

休

　
一
宮
市
を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
　-
バ
ス
」
の
尾
西

北
コ
ー
ス
沿
線
に
は
、何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
二
つ
の
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
起
点
は
、ご
み
焼
却
施
設
の
余
熱
を
利
用
し
た
温
水

プ
ー
ル
の
あ
る
エ
コ
ハ
ウ
ス
1
3
8
。バ
ス
は
住
宅
地
や
市

街
地
を
走
り
、や
が
て
風
情
あ
る
家
並
み
が
残
る
「
美
濃

路
」
の
宿
場
町
、起
の
町
並
へ
。
町
の
中
ほ
ど
に
尾
西
歴

史
民
俗
資
料
館
と
旧
林
家
住
宅
が
あ
り
、資
料
館
前
の

停
留
所
ま
で
起
点
か
ら
お
よ
そ
30
分
。
起
は
宿
場
町
で

あ
る
と
同
時
に
木
曽
川
の
川
湊
と
し
て
も
栄
え
ま
し
た
。

資
料
館
の
す
ぐ
西
の
堤
防
で
は
川
辺
の
風
情
を
楽
し
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
約
7
分
で
、尾
西
地
区
の
も
う
ひ
と
つ
の
見

ど
こ
ろ
、三
岸
節
子
記
念
美
術
館
に
着
き
ま
す
。三
岸
節

子
は
当
地
出
身
の
画
家
で
、生
家
跡
に
建
て
ら
れ
た
の

が
こ
の
美
術
館
。
絵
画
に
触
れ
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
す
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
す
。

▲起宿を走る循環バス（5月中旬現在）

▲エコハウス138

▲乗客のみなさん

▲一宮市三岸節子記念美術館

一宮市役所「  －バス」担当 
森 麻衣子さん

合併した2市1町がコミュニ
ティバスによってひとつに
結ばれました。多くの公共
施設を回れるようになるので、
たくさんの方々に利用して
いただきたいです。

各務原ふれあいバスの運転手 
小川 穣さん

バスで町を巡って
みてください。夏
休みになると、子ど
もたちが乗ってき
ますよ。

江南市「いこまいＣＡＲ」に乗った 
村瀬 俊夫さん
保浦 恵美子さん

病院に、買い物にと、
よく利用しています。
今日はこれから名古屋
へ買い物に行ってきます。

一宮市「  －バス」に乗った 
宮崎 長信さん

このバスを利用したのは
初めてです。「ゆうゆうの
やかた」に行ってきました。
さっぱりして気持ちよかっ
たですよ。

名鉄尾西線
奥町駅

木曽川

開明駅

東
海
北
陸
自
動
車
道

尾西IC

エコハウス138

尾西庁舎

冨田一里塚

尾西公園

尾西運動場

尾西市民病院

三岸節子記念美術館

尾西歴史民俗資料館・
旧林家住宅

一宮市「  －バス」の運転手 
宮崎 末吉さん

顔なじみのお客さん
が多いですね。分か
らないことは何でも聞
いてくださいね。

3

か
わ
み
な
と

  -バス 尾西北コース

　
各
務
原
ふ
れ
あ
い
バ
ス
川
島
線
で
出
会
っ
た
74
歳
の
男
性
は
、

今
も
ご
自
分
で
車
を
運
転
し
て
い
る
の
で
す
が
、い
つ
か
運
転
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
試
乗
に
来
た
そ
う
で
す
。「
住
ん

で
い
る
町
を
こ
ん
な
に
じ
っ
く
り
眺
め
た
こ
と
は
な
い
か
ら
新
鮮

で
す
」
と
、車
窓
の
風
景
に
見
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
発
見
も
あ
る
の
で
す
ね
。

　
一
宮
市
の
「
　-

バ
ス
」
で
は
、途
中
に
あ
る
入
浴
施
設
「
ゆ
う

ゆ
う
の
や
か
た
」
帰
り
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。
お
風

呂
あ
が
り
の
た
め
か
元
気
は
つ
ら
つ
な
人
が
多
か
っ
た
の
が
印
象

的
。
と
き
に
は
降
り
る
停
留
所
が
分
か
ら
な
く
な
る
お
年
寄
り

の
方
も
い
る
そ
う
で
す
が
、顔
な
じ
み
の
運
転
手
さ
ん
が
教
え
て

く
れ
ま
す
。
ま
る
で
家
族
の
よ
う
な
安
心
と
暖
か
さ
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
は
あ
り
ま
し
た
。

濃尾大橋

ゆうゆうの
　　　やかた



木
曽
川
の
両
岸
で
活
動
を
繰
り
広
げ
る 

2
つ
の
歴
史
研
究
会
が 

川
の
流
れ
を
越
え
て
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

歴
史
研
究
会
編

稲
沢
市
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
・
郷
土
歴
史
文
化
研
究
会

各
務
原
歴
史
研
究
会

今
回
は
、ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
ぶ
二
つ
の
研
究
会
に
交
流
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。よ
り
多
く
の
人
に
町
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。 

サークル募集！！ きそがわかわなみ通信では、「交流の輪」にご登場いただけるサークル・団体を募集しています。
※詳しくは、きそがわかわなみ通信事務局までお問い合わせください。（10586-51-7105）

今回の参加者の皆さん

左から 岩田正行さん、北條献示さん、國立英夫さん（稲沢市）
足立秀成さん、丹菊一喜さん、西村敏行さん（各務原市）

稲
沢
　
稲
沢
は
飛
鳥
か
ら
室
町
時
代
の
文
化
財
の
宝
庫
な
ん

で
す
。
素
晴
ら
し
い
仏
像
や
建
築
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す

が
、意
外
と
知
ら
な
い
方
が
多
い
で
す
ね
。

各
務
原
　
各
務
原
に
も
古
墳
や
文
化
財
は
多
い
の
で
す
が
、昔

に
比
べ
る
と
工
場
や
団
地
が
増
え
、町
の
様
相
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ

り
ま
し
た
。

稲
沢
　
稲
沢
に
も
こ
ん
な
い
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
よ

と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
く
て
、ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も
、よ
り
町
の
歴
史
を
深
く
知

ろ
う
と
勉
強
中
で
す
。

各
務
原
　
こ
ち
ら
で
も
、中
山
道
鵜
沼
宿
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
常

駐
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
手
始
め
に
歴
史
研
究

会
で
町
歩
き
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
制
作
し
ま
し
た
が
、好
評
で
、

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

稲
沢
　
訪
れ
た
人
に
も
う
一
度
来
た
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
大

事
だ
と
、ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
し
て
き
て
強
く
感
じ

ま
す
ね
。

各
務
原
　
な
る
ほ
ど
。
私
た
ち
は
ま
だ
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

発
足
し
て
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、以
前
か
ら
活
動

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
稲
沢
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
は
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
す
。

稲
沢
　
今
後
は
各
務
原
の
皆
さ
ん
と
も
、木
曽
川
を
通
じ
た
交

流
を
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
ね
。や
は
り
歴
史
研
究
も
ガ
イ
ド
も
、

大
切
な
の
は
人
の
つ
な
が
り
で
す
か
ら
。

稲沢市ふるさとガ
イドの会のみなさ
んによるガイドボラ
ンティア活動。

地元の歴史を 
後世へと伝える 
歴史研究会の 
みなさんです 各

務
原
歴
史
研
究
会
が
作
成
し
た
町
歩
き

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

▲

かわなみ9つの市町から届いた最新トピックス。 
身近なところにこんな楽しい話題がありました。 
みなさんで地元を再発見してみませんか？ 

町のキャラクターが焼き菓子に 
町内にある和菓子屋
さんが岐南町の特産
品である「徳田ねぎ」
をモチーフにした、町
のキャラクター「ねぎ
っちょ」の焼き菓子を
作りました。ねぎっちょ
の焼き印を押した、か
わいいお菓子です。

岐南町 藤の花コンクール 最優秀賞決定 
市の花である藤を、まち中
に広めるために開催してい
る江南市藤の花コンクール。
第2回目となる今年は、沢
田英雄さん（江南市上奈
良町）のご自宅の藤が最
優秀賞に決定。門の前に
作られた藤棚に色鮮やか
な藤の花が咲きました。

江南市 大賀ハスまつりを開催します 
太古の夢を語り継ぐロマ
ンの花「大賀ハス」が今
年も見頃を迎え、今年も
7月1日（日）から7月31日
（火）まで「大賀ハスまつ
り」を開催。土日をメイン
にミニコンサートや撮影会、
特産品の即売などを実
施します。

羽島市 

豊かな自然の中で見つけたアヤメ 
5月中旬、木曽川扶桑
緑地公園サイクリングロ
ードにアヤメが咲いてい
ました。サイクリングロー
ドからは木曽川にやって
くる野鳥を見ることがで
きるなど自然が豊かです。
7月から9月は芙蓉が見
頃となります。

扶桑町 花火も見やすくなりました 
平成18年度の国土交通
省水辺プラザ事業が完成。
濃尾大橋付近の延長約
1,000mにわたり腰掛け
階段が設置されたほか、
傾斜も緩やかになり、この
一帯で開催される濃尾大
花火（羽島市共催）の観
覧も便利になりました。

一宮市 おがせ池夏まつり・花火大会は7/21
おがせ池に祭られている
八大龍王殿の神事。鯉
みこしが練り歩き、提灯
で飾られたふなやまが池
をまわると、1,000発の
花火が打ち上げられます。
7月21日（土）、夏まつり
15時から、花火大会19
時50分から。

各務原市 

発売以来、大好評の味 
笠松菓子工業組合が
共同開発した特産品「笠
松陣屋」は、柔らかい栗
ようかんをカステラでサ
ンドした斬新なお菓子。
形も町の木である松をイ
メージしています。甘さも
控えめで幅広い人にお
すすめできます。

笠松町 稲沢夏まつりのお知らせ 
7月29日（日）、稲沢
公園にて10時から21
時までステージイベン
トを中心とした、稲沢
夏まつりが開催されま
す。ジャズコンサート、
フリーマーケットなど、
楽しいイベント盛りだ
くさんです。

稲沢市 古い町屋でお茶を一服いかが？ 
犬山城下町にある登録
有形文化財の旧磯部
邸（かわなみウオーク　
参照）の裏座敷で、「よ
ってちょー庵」と題してお
抹茶のおもてなしをして
います。一服350円です。
散策時の休憩にぜひご
利用ください。

犬山市 

稲
　
沢

各
務
原

稲沢市郷土歴史文化研究会（稲沢市）　会員／40人 
問）稲沢市教育委員会　10587-32-1111 
 
各務原歴史研究会（各務原市）　会員／90人 
問）横山住雄さん（事務局）　1058-384-1983

▲風情ある鵜沼宿

4

2



かわなみエリアで見つけた美味・珍味。 
地元に根ざした食材や料理を中心に紹介していきます。 

御菓子処 のむらや
羽島市桑原町八神2713-6
1058-398-8451
営業時間　7：00～19：00
定休日　なし

問 

ハ
ス
の
実
の
食
感
を
生
か
し
た 

素
朴
な
ま
ん
じ
ゅ
う 

ふるさとにゆかりの 

和菓子＆洋菓子 編 

・はすまんじゅう １個105円 

犬山  城下町探訪コース 
木曽川河畔にそびえる犬山城と、その下に広がる城下町・犬山。 
今回は、町に残る江戸時代の面影をたどりながら歩くことができるコースを紹介します。 

城下町を楽しみながら 
歩きましょう 

N 木曽川を見ながら 
のんびりウォーク！ 

5

「犬山城下町を守る会」のメンバーで、旧磯部邸でガイド
をしています。「無料ですので地元の人も気軽に見学に
来ていただいて、犬山のよさを再認識してほしいですね。
近々、本町通りの電線類地中化工事も始まり、これから
ますます魅力的な町になると思います」。

犬山城下町を守る会　10568-61-8608

尾関 富雄さん

犬山　かわなみウォーカー 

はすまんじゅう 羽島市 

▲店主の野村紀夫さん

羽島市に店を構える野村紀夫さんにとってハスの実は懐か
しいオヤツ。レンコンの産地として知られる羽島市にはハス
畑が広がり、八百屋にもハスの実が並んでいたそうです。そ
んな馴染み深いハスの実を和菓子に使えないかと、試行錯
誤の末に完成したのが「はすまんじゅう」。
ハスの葉を皮に、ハスの実を白餡に入
れ、コリッとした食感が楽しめます。

菓匠庵 すゞ や
一宮市柚木颪西川垂52
10586-77-3093
営業時間　8：00～20：30
定休日　木曜日

問 

香
ば
し
い
黄
な
粉
を
ま
ぶ
し
た 

黒
砂
糖
味
の
羽
二
重
餅 

は
ぶ
た

え

 

・くろがねもち １個126円 

くろがねもち 一宮市 

▲店主の鈴木眞澄さん

合併前までの一宮市の木、クロガネモチからイメージを膨ら
ませた銘菓「くろがねもち」。沖縄・波照間島産の黒砂糖を
練り込んだ羽二重餅に煎ったクルミを合わせ、黄な粉をまぶ
しました。食べた後も口の中で黄な粉の香ばしさが残ってい
るのは、厳選したいい材料を遠赤焙煎
しているから。黒砂糖のほろ苦さと黄
な粉の香ばしさが絶妙です。

くりの樹
扶桑町大字南山名字森8
10587-93-3136
営業時間　8：00～18：00
定休日　水曜日

問 

守口漬とショートケーキの 
意外な組み合わせ 

・守口漬ショートケーキ 320円 

守口漬ショートケーキ 扶桑町 

▲店主の栗木誠さん

扶
桑
町
の
特
産
品
と
い
え
ば
守
口
漬
。こ
の
名
物
を
ケ
ー

キ
に
使
っ
た
ら
ど
う
か
と
考
え
た
の
が
、喫
茶
店
「
く
り
の

樹
」
の
オ
ー
ナ
ー
栗
木
朗
さ
ん
。パ
テ
ィ
シ
エ
で
あ
る
息
子

の
誠
さ
ん
は
合
う
は
ず
が
な
い
と
反
対
し
た
の
で
す
が
、ハ

チ
ミ
ツ
で
甘
さ
を
加
え
る
と
意
外
や
意
外
、好
相
性
。
守

口
漬
の
カ
リ
カ
リ
し
た
歯
ご
た
え
と
ほ
ん
の
り
し
た
酒
粕

の
香
り
が
、生
ク
リ
ー
ム
と
見
事
に
調
和
し
て
い
ま
す
。

犬
山
遊
園
駅

犬
山
駅

13

4

6
5 瑞泉寺 

スタート

ゴール

旧奥村邸
本龍寺

針綱神社

国宝犬山城

郷瀬川

木曽川うかい

ツインブリッジ犬山橋
木曽川

モノレール

名
鉄
犬
山
線

有楽苑
（国宝茶室如庵）

三光稲荷神社

ライン大橋

日本ライン夏まつり
（毎年8月10日）

余坂天神社

妙感寺

旧磯部邸 

札の辻 

2

常満寺 

本町車山蔵 

犬山城を対岸から望む 

成田山

コースガイド（約4.9km）

名
鉄
犬
山
駅 

名
鉄
犬
山
遊
園
駅 

城下町の中心部で人の往来が
激しかったこの三差路は、高札（お
触れ）が立てられたことから「札
の辻」と呼ばれました。写真の
建物は明治26年に建てられた
山田家住宅です。

札の辻 

約
1.1
km

約
3
0
0
m

約
7
0
0
m

約
2
0
0
m

約
1.7
km

1

毎年４月上旬に行われる犬山祭りは、
江戸時代初期に始まりました。祭りに
登場する山車を収納する蔵は町じゅう
に点在していますが、これは数少ない
木造の蔵です。

本町車山蔵 4
犬山遊園駅の東にある室町
時代創建のお寺で、織田信長、
豊臣秀吉、徳川家康の三英
傑により庇護（ひご）されまし
た。山門は犬山城の内田御
門を移築したものです。

瑞泉寺 6
ご存知、国宝に指定されて
いる犬山のシンボル。ライ
ン大橋を渡って各務原市
側から眺めると、木曽川の
すぐ河畔に建てられている
ことがよくわかります。

犬山城を対岸から望む 5

幕末から明治初年にかけ
て建築された、犬山の代表
的な町屋建築です。内部
が見学できる町屋は今のと
ころ犬山で唯一。奥に進む
と土蔵も残っています。

旧磯部邸 2

約
6
0
0
m

鎌倉時代中期に創建さ
れた、歴史あるお寺です。
この山門は、犬山城の松
の丸裏門を移築したもの。
よく見ると、屋根瓦に桃が
あしらわれています。

常満寺 3

約300m

スタート

ゴール



6

扶 桑 町

羽 島 市

岐 南 町

笠 松 町

各 務 原 市

お便り募集 
「きそがわかわなみ通信」では、みなさんからのお便り、投稿、作品などをお待ちしております。取り上げてほしい内
容や身近なできごとなどを400字詰原稿用紙に書いて氏名、住所、電話番号、年齢を明記のうえ木曽川沿川濃尾
連携の会までお送りください。採用された方には粗品を差し上げます。電子メールでもお便りをお待ちしています。 

〒491-0135 愛知県一宮市光明寺字浦崎21-3　138タワーパーク内 
木曽川沿川濃尾連携の会「きそがわかわなみ通信」事務局 

宛先 

kiso-kawanami@prfj.or.jp電子メール 

稲
沢
市

渡
辺 

喜
代
子
さ
ん
の
お
便
り

稲
沢
市

株
戸 

晴
生
さ
ん
の
お
便
り

各
務
原
市

菊
池 

博
さ
ん
の
お
便
り

一
宮
市
桃
花
祭

　
一
宮
市
で
は
な
ん
と
言
っ
て
も
、4
月
初
め
の
桃

花
祭
の
賑
わ
い
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
飾

り
た
て
ら
れ
た
馬
を
祭
装
束
の
若
い
衆
が
両
側
か

ら
支
え
、本
町
商
店
街
の
幾
重
に
膨
れ
上
が
っ
た

見
物
衆
に
一
升
瓶
の
酒
を
振
舞
い
な
が
ら
真
清
田

神
社
に
進
み
ま
し
た
。

　
馬
は
次
か
ら
次
と
続
き
ま
し
た
。

　
圧
倒
的
な
活
気
・
賑
わ
い
に
小
学
生
だ
っ
た
私

は
た
だ
驚
い
て
見
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
九
年
日
本
毛
織
に
入
社
そ
の
後
税

理
士
事
務
所
に
六
年
間
勤
め
、結
婚
を
機
に
一
宮

市
を
離
れ
ま
し
た
。
子
育
て
が
一
段
落
し
た
昭
和

末
か
ら
再
び
一
宮
市
内
に
就
職
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
淋
し
く
な
っ
て
い
く
本
町
商
店
街
を
歩

く
度
、華
や
か
だ
っ
た
四
十
・
五
十
年
代
の
七
夕
祭

も
懐
か
し
く
思
い
ま
す
が
、桃
花
祭
の
あ
の
賑
わ
い

が
一
宮
市
に
戻
っ
て
く
る
時
は
な
い
の
か
し
ら
と
焦

が
れ
る
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。

▼
編
集
部
よ
り

　
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
桃
花
祭
や
七
夕
祭
、ま
た
本
町
商
店
街

な
ど
の
活
気
あ
る
様
子
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
中
心
市
街
地
が
寂
れ
て
い

く
中
、一
宮
も
例
外
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
便
利
さ

と
新
し
い
様
々
な
情
報
が
私
た
ち
の
生
活
に
溢
れ

て
い
ま
す
が
、い
つ
ま
で
も
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

大
切
に
す
る
心
を
持
ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
。

　
春
号
Ｖ
Ｏ
ｌ.

27
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
満
開
の
桜

が
笑
顔
に
見
え
た
。
ま
さ
に
、笑
顔
一
杯
と
い
う
感

じ
。
人
々
の
心
に
笑
顔
を
も
た
ら
す
桜
は
、春
爛

漫
の
お
知
ら
せ
。
気
候
も
良
く
、ポ
カ
ポ
カ
と
心
が

和
み
ま
す
。
昨
年
、
僕

に
は
娘
が
出
来
、休
日

に
娘
を
お
ぶ
り
近
所
を

散
歩
す
る
の
が
趣
味
に

な
っ
た
。つ
い
最
近
、大

塚
南
の
性
海
寺
の
桜

を
娘
に
見
せ
た
。
予
想

通
り
満
開
。
少
し
風
が

吹
く
と
、ヒ
ラ
ヒ
ラ
と

空
中
を
舞
う
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
。
自
然
っ
て
美
し
い
。

や
は
り
満
開
の
桜
が
、笑
い
か
け
て
く
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
た
。
娘
の
笑
顔
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。

只
今
、五
ヶ
月
の
娘
。
ま
だ
歩
け
な
い
け
れ
ど
、来

年
の
春
に
は
、妻
と
娘
と
僕
の
三
人
で
桜
並
木
を

歩
き
た
い
。

▼
編
集
部
よ
り

　
き
そ
が
わ
か
わ
な
み
通
信
を
ご
愛
読
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
誕
生
さ
れ
た
ば
か
り
の
娘
さ
ん
、と
て
も
可

愛
ら
し
い
で
す
ね
。
娘
さ
ん
を
中
心
に
大
変
幸
せ

な
ご
家
族
の
様
子
が
伺
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
桜
は

思
っ
た
よ
り
、い
い
状
態
で
長
持
ち
し
ま
し
た
ね
。

来
年
の
春
に
は
、是
非
と
も
木
曽
川
沿
川
の
桜
を

見
に
奥
さ
ん
、娘
さ
ん
と
共
に
お
い
で
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
編
集
部
よ
り
　

　
歌
の
お
便
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
昔
を
偲
ば
す
木
曽
川
沿
川
の
情
緒
が
心
に
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。つ
い
口
ず
さ
み
た
く
な
る
よ
う

な
、歌
で
す
ね
。い
つ
ま
で
も
、す
ば
ら
し
い
木
曽
川

の
景
観
が
保
た
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

来
て
見
や
し
ゃ
ん
せ
木
曽
川
の
　

清
き
流
れ
を
の
ぞ
み
見
て

白
く
そ
び
ゆ
る
犬
山
城

春
は
桜
に
か
こ
ま
れ
て

犬
山
橋
に
た
た
ず
め
ば

湖
と
見
紛
う
川
幅
を

か
こ
む
山
々
に
緑
濃
く

粋
な
三
味
の
音
屋
形
舟

日
本
ラ
イ
ン
の
川
下
り

岸
辺
に
つ
ら
な
る
岩
膚
に

紅
葉
の
映
え
る
美
し
さ

う
っ
と
り
見
入
る
夢
心
地

川
に
よ
り
沿
う
中
仙
道

大
名
行
列
し
の
ば
す
町
並
に

名
優
ね
む
る
貞
照
寺

降
る
は
白
雪
ち
ら
ち
ら
と

木
曽
川
情
緒
　
　
　
　
菊
地
　
ひ
ろ
し

き 

そ

きき
よ

う
み

い
きき

し
べ

も
み
じ

ゆ
め
ご
こ
ち

な
か
せ
ん
ど
う

だ
い
み
ょ
う
ぎ
ょ
う
れ
つ

ま
ち
な
み

は

う
つ
く い

わ
は
だ

し
ゃ
み

や
か
た
ふ
ね

み
ま
ご
う

み
ど
り

こ

か
わ
は
ば

さ
く
ら

ば
し

み

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

て
い
し
ょ
う
じ

■針綱神社輪くぐり
日時：7月30日（月）
場所：針綱神社
問合せ先：針綱神社　TEL：0568-61-0180　

■桃太郎あゆまつり
日時：8月4日（土）　10：00～16：00
場所：栗栖桃太郎神社前でこどもたちの鮎のつかみ取り
問合せ先：犬山観光案内所　TEL：0568-61-6000　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■石上げまつり
日時：8月5日（日）
場所：尾張富士大宮浅間神社
問合せ先：尾張富士大宮浅間神社　TEL：0568-67-0037
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■大縣神社八ツ八月祭
日時：8月7日（火）～8日（水）
場所：大縣神社
問合せ先：大縣神社　TEL：0568-67-1017

■日本ライン夏まつり納涼花火大会（各務原市と共催）
日時：8月10日（金）　19：30～20：30
場所：木曽川河畔ツインブリッジ下流
※川の増水時は順延
問合せ先：犬山観光案内所　TEL：0568-61-6000　

■成田山盆供養献燈会
日時：8月13日（月）～16日（木）
場所：成田山
問合せ先：成田山　TEL：0568-61-2583　

■旧磯部邸
日時：毎週土・日・祝祭日　11：00～15：00
場所：旧磯部邸
料金：抹茶のもてなし350円

 野外民族博物館リトルワールド　TEL：0568-62-5611

営業時間：9：30～17：00　
入館料：大人1600円　シルバー1200円
高校生･留学生1000円　小中学生600円
幼児（3歳以上300円）その他団体割引あり　　
夜間営業料金は、半額　駐車場無料

■ブラジル　サンバカーニバル
期間：8月4日（土）～19日（日）
公演時間：土日と8月11日（土）～15日（水）

11：00、13：00、15：00
平日11：30、13：30　（約35分）

場所：野外ホール

■ビールがすすむ「世界のおつまみ」
期間：7月21日（土）～8月26日（日）の土日祝

および8月11日（土）～15日（水）

■エスニック　ナイト　
期間：8月4日（土）・18日（土）・25日（土）、 
　　 8月11日（土）～15日（水）21：00まで時間延長
アフリカンコンサート、花火コンサート、ワールドビアガーデンなど
期間中16：00以降は、入場料半額、駐車場無料

■その他イベントが多数あります。

 博物館明治村　TEL：0568-67-0314

営業時間：9：30～17：00
入村料：大人1600円　高校生1000円　

小中学生600円（土曜日は、入村料　無料）

■宵の明治村
期間：8月11日（土）～8月19日（日）　9：30～21：00
料金：入村料のみ
21時まで開村し建物ライトアップなどを実施
期間中浴衣姿の女性は無料、男性は割引きあり
19：00、20：00　野外ステージでジャズコンサート
20：30　カウントダウンとともに打上げ花火
荒天の場合中止もあり

 日本モンキーパーク　TEL：0568-61-0870

■水の楽園モンプル
日時：7月1日（日）・7日（土）・8日（日）・7月14日（土）～ 
　　 9月2日（日）・9月8日（土）・9日（日）
料金：500円（2歳以上）
内容：流水プールやウォータージャングル、新ゾーン「ドバット」
など

 
 
 扶桑文化会館　TEL：0587-93-9000

■ベスト・オブ・タンゴ 
日時：7月11日（水）　18：30開演
料金：S席3800円　A席3000円　全席指定

■ふそう文化大学
料金：5000円（全自由席）通し券
◆②「能楽一噌流笛方」
日時：7月15日（日）　14：00開演
一噌幸弘によるお話と演奏
◆③「文楽」
日時：8月12日（日）　14：00開演
「傾城阿波の鳴門・巡礼歌の段」を上演
◆④「中国琵琶」
日時：9月9日（日）　14：00開演 
中国琵琶奏者シャオ・ロンによるお話と演奏 
■ふそうのロビコン
日時：ほぼ毎週金曜日の午後7時～8時 
　　（開催日についてはお問い合わせください。）
ロビーでクラシックを中心としたコンサート
料金：無料

 扶桑町中央公民館　TEL：0587-93-7211 
■夏目漱石を読む
日時：7月9日（月）・23日（月）・30日（月）　10：00～11：30
料金：教材費500円　受講料300円（定員40名）
講師：南山大学教授　細谷　博

 
■おがせ池夏まつり花火大会
日時：7月21日（土）　15：00～21：00 
 ※花火は19：50～21：00
場所：おがせ池周辺
内容：八大龍王殿の神事。鯉みこしが練り歩き、子供たち

が笛や太鼓を打ち鳴らしながら池をまわり、花火が打
ち上げられます。

問合せ先：おがせ池夏まつり実行委員会
　　　　 TEL：058-383-9925

■かわしま 燦々 夏まつり
日時：7月22日（日）・28日（土）・29日（日）
場所：河川環境楽園
内容：「かわしま川まつり」色鮮やかな提灯を飾りつけた巻

きわら船がおはやしを奏でながら川を上り下りする幻
想的な趣。

問合せ先：川島地区まちづくりイベント実行委員会
　　　　 TEL：058-383-9925

 
■かかみ野夏まつり
日時：8月5日（日）　10：00～15：00
場所：各務野自然遺産の森
内容：流しそうめん、模擬店、お化け屋敷など
問合せ先：各務原市水と緑推進課　TEL：058-383-1533

■ワンコイン サマーコンサート
日時：8月5日（日）・19日（日）
場所：各務原市産業文化センター（１Ｆあすかホール）
内容：各務原市在住の音楽家の皆さんの出演によるワンコ

イン（500円）で気軽に見て聞いて楽しめるコンサート
問合せ先：各務原市木曽川学研究所
　　　　 TEL：058-383-1042

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
■飼育係とまわる岐阜県世界淡水魚園水族館見学会
日時：8月9日（木）8月23日（木）　9：45～12：00
場所：岐阜県世界淡水魚園水族館「アクア・トトぎふ」
参加料：大人800円　中高校生600円

小学生300円（参加は小学生以上　入館料込み）
内容：飼育係による説明と見学の後、バックヤード見学（普

段は見ることの出来ない水槽の裏側からの見学）を
行います。

問合せ先：木曽川学研究協議会事務局
　　　　 TEL：058-383-1042

■薬用植物観察と薬膳料理
日時：7月26日（木）　9月26日（水）10：15～13：00
場所：内藤記念くすり博物館
内容：博物館長による内藤くすり博物館の概要説明。職員
による薬用植物の説明および観察。その後、薬膳料理を楽
しみます。
参加料：1050円（入館料込み）
問合せ先：木曽川学研究協議会事務局
　　　　 TEL：058-383-1042

 羽島市文化センター　TEL：058-393-2231

■サタデー･ランチタイム･コンサート
日時：7月7日（土）　12：15～12：55
場所：メディアカーニバル
出演者：邦楽集団　斗光社
その他：7月14日（土）、8月25日（土）、9月22日（土）も開催
します。

■夕べのコンサート
日時：7月7日（土）　17：15～17：55
出演者：オーパス　ワン
その他：7月14日（土）、8月25日（土）、9月22日（土）も開催
します。

■人間国宝　一龍斎貞水の怪談噺「四谷怪談」
日時：7月16日（月・祝）　15：30～
場所：みのぎくホール
料金：全席指定3000円　ワンドリンク付

■劇団四季オリジナルミュージカル「夢から醒めた夢」
日時：8月7日（火）　19：00～21：15
場所：スカイホール
料金：S席9450円　A席6300円　B席4200円

■第10回文化講演会　華道家　假屋崎省吾
日時：9月21日（金）19：00～20：30
場所：スカイホール
料金：S席1500円　A席1000円　B席800円

 羽島市歴史民族資料館・映画資料館　TEL：058-391-2234

■映画のつどい
日時：7月14日（土）　1回目10：00～　2回目14：00～
作品：「ロマンス娘」美空ひばり
日時：8月11日（土）　1回目10：00～　2回目14：00～
作品：「せんせい」五十嵐めぐみ
日時：9月8日（土）　1回目10：00～　2回目14：00～
作品：「喧嘩道中」大川橋蔵
入館料：大人300円　小中学生　無料

 
 岐南町歴史民俗資料館　TEL：058-247-7737
休館日：月曜日・最終の金曜日・祝日の振替

■宝物探検隊2 
　近世のふるさと物語①「村絵図」と村人の生活
期間：7月20日（金）～9月2日（日）　9：30～18：00 
内容：岐南町内を描いた尾張から岐阜城までの「御成り道」

に関する資料を通して、江戸時代のふるさとのくらしを
紹介します。

料金：無料

 
■笠松川まつり（花火等）
日時：8月15日（水）　18：00～20：45
場所：木曽川河畔遊園地　笠松みなと公園
内容：清流太鼓19：15　花火19：45～20：45
問合せ先：かさまつまちづくりイベント実行委員会
　　　　 TEL：058-388-1114
 
 笠松町歴史民俗資料館　TEL：058-388-0161  
■夏休み企画「昔の遊び 凧」
日時：7月18日（水）～9月9日（日）
体験コーナーあり（詳しくは、お問い合わせください。）

※行事の内容等につきましては、主催者にお問い合
　わせください。 

今回から「きそがわかわなみ通信」のキャラクター 
かわくん、なみちゃん が登場しました。 

なみちゃん かわくん 
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（
株
）ア
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・
シ
ー
・
シ
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愛
知
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農
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協
同
組
合

（
株
）あ
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ぞ
ら
本
舗

（
有
）青
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造
園

和
菓
子
処
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浅
井
ペ
イ
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ト（
株
）

（
有
）浅
野
興
業

旭
建
設（
株
）

ア
ピ
タ
木
曽
川
店

い
ち
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用
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庫

市
川
建
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株
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（
株
）イ
チ
テ
ッ
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歩
こ
う
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（
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宮
看
板
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光
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水
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ハ
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株
）

中
伝
毛
職（
株
）

（
有
）中
日
本
造
園

名
古
屋
鉄
道（
株
）

日
電（
株
）

日
本
エ
ー
ス（
株
）

日
本
毛
織（
株
）一
宮
工
場

（
株
）日
本
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

野
田
造
園

葉
栗
商
工
発
展
会

八
紘
電
設（
株
）

尾
西
信
用
金
庫

菱
川
造
園
土
木（
株
）

尾
州
商
事（
有
）

尾
州
倉
庫（
株
）

和
菓
子
　
ふ
く
や

フ
ル
タ
造
園
土
木（
株
）

（
株
）ベ
ル
テ
ク
ノ

（
株
）マ
ス
タ
ー

真
清
田
神
社

（
株
）松
本
組

丸
井
建
設
工
業（
株
）

（
株
）マ
ル
エ
ム
商
会

（
株
）丸
正
庭
石
店

（
株
）水
谷
組

（
株
）美
ノ
久

宮
田
鑿
井
工
業（
株
）

宮
田
用
水
土
地
改
良
区

中
国
料
理
　
民

明
起
興
業（
株
）

名
鉄
西
部
観
光
バ
ス（
株
）

名
鉄
西
部
交
通（
株
）

（
株
）名
鉄
百
貨
店
一
宮
店

モ
リ
リ
ン（
株
）

（
有
）や
ま
と
造
園

（
株
）吉
田
組

（
有
）緑
華
園

（
株
）渡
邊
組

朝
日
電
気
工
業（
株
）

（
株
）一
宮
旅
行
社

（
有
）井
戸
甚
施
設
工
業
所

稲
沢
建
設
協
同
組
合

稲
沢
市
観
光
協
会

イ
ナ
ザ
ワ
防
災（
株
）

（
有
）オ
ザ
ワ
造
園

川
松
造
園

（
株
）小
林
忠
産
業

（
株
）コ
メ
ッ
ト
カ
ト
ウ

（
株
）小
山
工
業
所

（
有
）小
山
鉄
工
建
設

（
有
）松
月
堂

祖
父
江
飲
食
組
合

（
株
）拓
工

中
部
塗
装
工
業

中
日
本
航
空
測
量（
株
）

ミ
ワ
造
園
技
建（
株
）

森
上
　
後
藤
商
店

（
株
）や
わ
せ
造
園

犬
山
ガ
ス（
株
）

犬
山
建
築
工
業
会

犬
山
市
観
光
協
会

犬
山
市
商
工
特
産
品
協
会

犬
山
市
土
木
協
同
組
合

犬
山
商
工
会
議
所

犬
山
　
成
田
山

大
縣
神
社

（
株
）木
村
屋

き
も
の
の
み
や
こ
や
　
レ
デ
ィ
ー
ス
エ
ド
ヤ

桑
原
木
材（
株
）

（
株
）迎
帆
楼

名
鉄
犬
山
ホ
テ
ル

（
株
）イ
ナ
バ
印
刷
社

榎
本
ビ
ー
エ
ー（
株
）

（
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）大
垣
共
立
銀
行

大
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庫

日
本
料
理
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
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大
阪
屋

各
務
原
衛
生（
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）

各
務
原
市
観
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協
会

各
務
原
市
管
工
事
協
同
組
合

各
務
原
市
建
築
工
業
協
同
組
合

各
務
原
市
土
木
組
合

各
務
原
市
土
木
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業
会

各
務
原
商
工
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議
所

各
務
原
清
掃（
株
）

各
務
原
清
掃（
株
）那
加
営
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所

美
濃
の
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「
篝
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」
の
菊
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株
）

木
曽
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長
良
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下
流
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協
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岐
阜
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世
界
淡
水
魚
園
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族
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国
六
美
粧（
株
）各
務
原
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所

Ｋ
Ｌ
Ｆ

Ｊ
Ａ
か
か
み
が
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ら

日
本
料
理
　
志
野
む
ら

高
安（
株
）

天
龍
工
業（
株
）

（
株
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田
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中
日
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ダ
イ
カ
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）
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（
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吉
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子
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Ｙ
Ａ
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岐
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同
組
合

江
南
商
工
会
議
所

江
南
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大
同
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羽
島
市
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市
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道
工
事
指
定
店
組
合

羽
島
市
土
木
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羽
島
市
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同
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島
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島
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羽
島
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緑
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建
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は
し
ま
建
築
家
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団
　
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｕ
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不
二
精
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株
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（
株
）保
安
企
画

丸
栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業（
株
）

（
株
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組

旭
有
機
材
工
業（
株
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績（
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桑
工
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扶
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平
成
19
年
6
月
31
日
現
在

木
曽
川
連
携
ク
ラ
ブ 

木
曽
川
連
携
ク
ラ
ブ 

「
木
曽
川
連
携
ク
ラ
ブ
」
は
、木
曽
川
を
中
心
に 

人
と
情
報
の
交
流
を
促
進
し
沿
川
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
、 

企
業
、団
体
、有
志
、諸
施
設
等
か
ら
な
る
自
由
な
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。 

「
き
そ
が
わ
か
わ
な
み
通
信
」
の
発
行
を
賛
助
し
て
い
ま
す
。 

●
会
員
企
業
・
団
体（
五
十
音
順
） 

一
宮
市 

稲
沢
市 

犬
山
市 

各
務
原
市 

笠
松
町 

岐
南
町 

扶
桑
町 

江
南
市 

羽
島
市 

木曽川連携クラブ情報（木曽川連携クラブでは会員を募集しています。） 
木曽川連携クラブでは、より多くの地域の人
たちにこの連携事業に参画してもらうため、こ
れまでの法人主体の会員制度に、「個人会員」
の枠を加えました。概要は右記の通りです。

「個人会員」募集の 
お知らせ 

問い合わせ 10586-51-7105

法人会員…1口3万円（一般法人1口以上、特別法人3～10口） 
個人会員…1口3千円 

会員特典 
・法人会員は引き続き、情報紙に会員名簿を掲載。
（個人会員は掲載されません）
・個人会員にも、発行される情報紙を郵送。

会員募集について詳しい内容を知りたい人は、木曽川沿川濃尾連携の会「きそがわかわなみ通信」事務局までお気軽にお問い合わせください。

一 宮 市

犬 山 市

江 南 市

稲 沢 市

Kawanami Area Event Guide

 
■おりもの感謝祭　一宮七夕まつり
期間：7月26日（木）～29日（日）
場所：市内一円（主な場所は、真清田神社を中心とした市

内商店街）
今年で52回を迎える日本
三大七夕まつり、吹流しや
アニメキャラクターの動く
仕掛けで街を彩る。｢御衣
奉献大行列｣、ミスの「オ
ープンカーパレード」、「ワ
ッショーいちのみや」、「盆踊り大会」など見どころ満載
問合せ先：おりもの感謝祭一宮七夕まつり協進会事務局
TEL：0586-28-9131

■濃尾大花火
日時：8月14日（火）　19：30～20：45 
雨天順延 
場所：濃尾大橋北木曽川河畔
200mの大ナイヤガラやスターマイン、尾
張随一を誇る20号の大玉、5000発の花
火と木曽川に浮かぶ5艘の巻きわら舟

■市民健康まつり
日時：9月2日（日）　10：00～15：00
場所：一宮スポーツ文化センター
健康づくりの各種イベント開催
問合せ先：一宮市市民福祉部健康づくり課（一宮市中保健センター）
TEL：0586-72-1121

■一豊まつり
日時：9月16日（日） 
場所：一宮市木曽川町黒田周辺
一豊公と妻お千代のパレードや様々なステージイベント 
 一宮市民会館　TEL：0586-71-2021  
■倍賞千恵子コンサート 
日時：7月１日（日）　15：00開演
料金：4500円　全席指定

 一宮市尾西市民会館　TEL：0586-62-8222

■吉田兄弟三味線だけの世界
日時：9月22日（土）　17：30開演
料金：5000円　全席指定

 一宮市三岸節子記念美術館　TEL：0586-63-2892

開館時間：9：00～17：00
休館日：月曜日（休日の場合翌日）、

休日の翌日（土・日曜日の場合開館）

■こどもミュージアム「こんにちは！節子さん。」展 
　ーこの夏、新しい出会いを美術館でー
期間：6月30日（土）～8月19日（日）
料金：一般500円　高大生300円　小中生200円

一宮市内の小中生は無料

■2007夏休みの美術館青木野枝展
期間：6月30日（土）～9月24日（月・振）
料金：無料

■三岸節子　滞欧期－叙情あふれる風景画の世界」
期間：8月21日（火）～11月18日（日）　10/1～5臨時休館
料金：一般320円　高大生210円　小中生110円

一宮市内の小中生は無料

■桂ゆき展 ～コラージュとユーモアの女性画家～
期間：10月6日（土）～11月18日（日）
料金：一般500円　高大生300円　小中生200円

一宮市内の小中生は無料

 一宮市博物館　TEL：0586-46-3215

開館時間：9：30～17：00
休館日：月曜日（休日の場合翌日）、

休日の翌日（土・日曜日の場合開館）
料金：一般200円　高大生100円　小中生50円

一宮市内の小中生は無料

■「一宮市子ども写生大会作品展」
期間：8月11日（土）～22日（水）　

■「2007一宮美術作家新展」
期間：9月1日（土）～17日（月・祝）　 

■「一宮写真協会展」 
期間：9月20日（木）～30日（日）　
 

■「大朝市（即売）」
日時：7月28日（土）　8：00～11：00
場所：愛知江南短期大学体育館
内容：パン、クッキー、野菜や手工芸品などがあります。
問合せ先：愛知江南短期大学社会福祉学科　TEL：0587-55-6165

■第32回江南七夕まつり・市民サマーフェスタ
日時：8月3日（金）～5日（日）
場所：江南駅前他
内容：七夕まつりの飾りつけ、阿波踊

り大会や盆踊り大会、夜店大会、
商店街スタンプラリーなど

問合せ先：江南商工会議所　TEL：0587-55-6245

 江南市民文化会館　TEL：0587-55-2321

■武功夜話セミナー
日時：7月7日（土）　13：30～15：30 
料金：無料
問合せ先：江南市生涯学習課　TEL：0587-54-1111（内397）

■由紀さおり・安田祥子 
Songs With Your Life Concert ～あしたへ贈る歌～
日時：7月14日（土）　18：00～開演
料金：全席指定5000円
内容：次世代、またその次の世代に残す贈り物として、“あ

したへ贈る日本の歌”をお届けします。

■ファミリー映画会　「あらしのよるに」
日時：7月21日（土）　①10：00～　②14：00～
料金：無料（要入場整理券）
問合せ先：江南市生涯学習課　TEL：0587-54-1111（内396）

■お昼の「ふれあい土曜コンサート」 
日時：7月28日（土）、8月25日（土）、9月22日（土） 
13：00～14：00
料金：無料

 すいとぴあ江南　TEL：0587-53-5111

■七夕まつり
日時：7月1日（日）～7日（土）
内容：短冊に願いを書いてエントランスホールに飾る

■すいとぴあYUYUウォーキング
日時：7月7日（土）・21日（土）、8月4日（土）・18日（土）、
9月1日（土）・15日（土）　8：00～11：00　雨天中止
内容：すいとぴあ江南を起点として往復5～8Km
料金：無料　参加自由（事前申込不要）

■野菜朝市とリサイクルバザー 
日時：7月8日（日）・22日（日）、8月12日（日）・26日（日）、
9月9日（日）・23日（日）　7：00～　売り切れ次第終了
内容：季節の新鮮野菜や日用品などがあります。

■図書館読み聞かせ会
日時：7月28日（土）、9月22日（土）　14：00～15：00
料金：無料
内容：愛知江南短期大学による幼児教育及び日本古来か
らの伝承遊び
定員：親子20組（申込順）

■名月観月会
日時：9月29日（土）　18：30～20：30
内容：琴の演奏と中秋の名月を楽しむ夕べ

 
■稲沢夏まつり
日時：7月29日（日）　10：00～21：00
場所：稲沢公園
内容：盆踊り　ステージイベント　飲食屋台など
問合せ先：夏まつり実行委員会事務局（稲沢商工会議所内）
TEL：0587-21-0502

■サマーフェスタへいわ
日時：8月4日（土）　16：30～21：30
場所：平和支所駐車場
内容：舞踊　飲食屋台
問合せ先：サマーフェスタへいわ実行委員会事務局（平和

町商工会内）TEL：0567-46-0031

■そぶえ夏まつり
日時：8月15日（水）　19：00～21：00
場所：祖父江の森多目的運動場
内容：盆踊り　歌謡ショーなど
問合せ先：稲沢市商工課　TEL：0587-32-1111

 稲沢市民会館　TEL：0587-24-5111

■セントラル愛知交響楽団公開リハーサル
日時：7月12日（木）大ホール、9月13日（木） 
　　中ホール　14：00～15：00
料金：無料（要整理券）

■市民寄席　林家正蔵・たい平・いっ平三人会
日時：7月29日（日）　15：00開演　中ホール
料金：全席指定3000円 
■Music Squall　伊藤愛（ピアノ）他
日時：9月22日（土）　18：30開演　小ホール
料金：全席自由500円（ドリンク付）

 名古屋文理大学公開講座
問合せ先：エクステンションセンター　TEL：0587-21-2826

■インターネットを用いたシニアライフ講座
日時：9月3日（月）・4日（火）・5日（水）　全3回 
10：00～11：30
定員：成人20名
内容：パソコンの基本操作とセキュリティ対策。インターネッ
ト・トレーニング。有価証券報告書の読み方。
受講料：3000円

■トラベル英会話Ⅱ
期間：9月～12月全10回　13：00～14：30
日程は決まり次第HPで掲載します。
定員：成人20名
内容：海外旅行で使える英会話を親切に指導します。
受講料：10000円

■その他講座が多数あります。

 愛知文教女子短期大学公開講座

■短大のお姉さんと遊ぼう
日時：7月21日（土）、8月18日（土）、9月1日（土）　全3回
対象：障害を持った児童
内容：水あそび、しゃぼん玉あそび、ボールあそび等
参加費：無料
問合せ先：地域貢献推進係　TEL：0587-32-5169

■木曽川うかい
期間：～10月15日（月）
時間：昼うかい11：30～13：45

夜うかい18：00～20：15
※昼うかいは、毎週火･木･土開催
9月10月は、夜の部17：30スタート

料金：昼うかい乗船料（食事付）
大人3800円　小人2900円

夜うかい乗船料（食事なし）
乗船料大人2500円　小人1250円
（7月、8月は大人2800円　小人1400円）
※川の増水時は、休業

問合せ先：木曽川観光（株）　TEL：0568-61-0057
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木曽川沿川濃尾連携の会
国営木曽三川公園三派川地区センター内
（愛称：138タワーパーク）
〒491-0135
愛知県一宮市光明寺字浦崎21-3
TEL ： 0586-51-7105
FAX ： 0586-51-7107
〈電子メール〉kiso-kawanami@prfj.or.jp
平成19年7月1日
350,000部
サンメッセ株式会社

アクア・トトぎふ 岐阜県世界淡水魚園水族館
河川環境楽園 自然発見舘
138タワーパーク

TEL：0586-89-8200
TEL：0586-89-7022
TEL：0586-51-7105

各施設の問合せ先 

公共交通機関 

138タワーパークへ 

河川環境楽園へ 

「名鉄一宮駅」・JR「尾張一宮駅」より名鉄バス、ツインアーチ138行きが
便利です。なお、バス利用者はツインアーチ138が２割引となります。

「名鉄岐阜駅」・JR「岐阜駅」より岐阜バス川島松倉行き「川島笠田」停
下車徒歩約15分、土日祝には、「河川環境楽園」へ、直接乗り入れる便あ
り。JR「那加駅」・名鉄「新那加駅」からコミュニティバスがあります。

「きそがわかわなみ通信」は、木曽川沿川地域の活性化をめざし
て発行されています。木曽川についての多彩な情報や、地域の
文化・歴史・産業に関する新しい発見がいっぱいの、楽しい地域
づくり情報紙にしていきたいと考えています。読者のみなさんが、
木曽川をはじめとするこの地域の財産をもっと好きになり、活用し、
いきいきとしたふれあいの輪が広がっていくことを目標にしていま
す。この「きそがわかわなみ通信」は、木曽川沿川9市町と国土
交通省などの関係機関でつくる「木曽川沿川濃尾連携の会」
および、官民有志のネットワーク「木曽川連携クラブ」によって運
営されています。

発行の趣旨 

木曽三川公園の夏のイベントを紹介。 
おでかけ時の参考にしてください。 

フラワーパーク江南（江南花卉園芸公園）は、 
一部開園に向け整備を進めています。 
 

フラワーパーク江南（江南花卉園芸公園）は、 
一部開園に向け整備を進めています。 
 

フラワーパーク江南 

木曽川沿川濃尾連携の会からのお知らせ
木曽川沿川濃尾連携の会の総会
木曽川沿川濃尾連携の会の総
会を5月10日（木）に開催しました。
平成19年度の事業計画等につ
いて審議し、今後1年間の活動
方針が決定しました。

きそがわかわなみ通信のアンケート調査
「きそがわかわなみ通信」のアンケート調査を1月25日～2月9日に
かけて実施しました。
9市町1,000人の方を対称に322人の方からご回答をいただきました。
アンケート調査へのご理解、ご協力、ありがとうございました。今後
は皆様のご意見を参考にして、より充実した紙面づくりに努力して
いきますので、よろしくお願いします。なお、調査結果についてお尋
ねの方は、事務局までご連絡をお願いします。

平成19年
10月6日 

オープン！！
 

138タワーパークサマーフェスタ 

138タワーパークの自然観察会 

もくもくパラダイスの夏のイベント 

■河原で星座をみてみよう
7月14日（土）　19：00～21：00 
■小さな魚たちを捕まえて観察しよう
8月11日（土）　10：00～12：00 
■虫たちの夜のくらしを観察しよう
9月8日（土）　19：00～21：00
定員：各回40名　参加料：100円（保険料）
申込先：138タワーパーク（事前申込）
受付：自然体験施設で開始15分前より

 
 
■竹の水鉄砲つくり
7月29日（日）　8月18日（土）　①10：30～　②13：30～
公園の竹を利用して、竹の水鉄砲つくり教室を開催します。
定員：30人/回　料金：無料

河川環境楽園　夏の楽園祭 

■木舟遊覧
～8月 11：00～17：00 
9月～11月10：00～16：00
毎日運行　一人200円
（11月は土日祝日のみ運行）

河川環境楽園自然発見館のネイチャーイベント 
ネイチャーイベントは、子供から大人まで「楽しみながら学ぶ」をモットーに、
楽園で見られる自然現象を題材にして“みる・きく・さわる・つくる・えがく・し
らべる・かんがえる”などの実体験をする《環境プログラム》です。各プログ
ラムは、事前申込制です。電話または直接、自然発見館カウンターにお申
込ください。（雨天も実施します。）

■ザリガニ探偵団/夏
7月15日（日）　10：00～12：00
参加費：400円　定員：30名　対象6歳以上

■小枝の昆虫づくり～カブトムシ編～
7月21日（土）　10：00～12：00
参加費：400円　定員：20名　対象6歳以上

■小枝の昆虫づくり～クワガタムシ編～
7月28日（土）　10：00～12：00
参加費：400円　定員：20名　対象6歳以上

■カブトムシ探偵団
7月29日（日）　午前の部10：00～12：00　午後の部1：00～3：00
参加費：400円＋飼育セット600円
定員：各部15組　対象4歳以上

■川原の石のペーパーウェイトづくり 
［随時受付型］
8月11日（土）・12日（日） 
13日（月）・14日（火）
10：00～16：00随時受付
参加費：200円　対象：どなたでも

アクア・トト ぎふ 岐阜県世界淡水魚園水族館 

営業時間：8月中は、ＡＭ9：30～ＰＭ9：00（最終入館ＰＭ8：30）  
入館料：大人500円　小中学生200円　幼児100円　シルバー割引250円（証明類要）

期間：7月21日（土）～9月2日（日） 
■夏休みの巨大気温グラフ
7月21日（土）～9月2日（日）
毎日の最高気温と天
気のわかる巨大グラフ
を設置。なお、9月9日
（日）まで展示予定

■ツインアーチ138のプラネタリウム 
～地上100メートルでみる星空～
7月21日（土）・22日（日）・28日（土）・29日（日） 
8月1日（水）～9月2日（日）　17：30～20：30
展望階をプラネタリウムにみたて、天体、星座に
かかる展示、イベント等を行います。
料金：展望階利用料

■ツインアーチ138展望階で見る「夏の星座」
7月21日（土）・22日（日）・28日（土）・29日（日） 
8月1日（水）～9月2日（日）　17：30～20：30
展望階の窓面に「夏の星座」を配し、ブラックラ
イトで夏の夜空の演出を行います。星座に関す
るパネル展示、神話のビデオ放映を行います。
料金：展望階利用料

■星座に想いを描こう… 
～星空の中心で愛を叫ぶ～ 
～星に願いを・・～
7月21日（土）・22日（日）・28日（土）・29日（日） 
8月1日（水）～9月2日（日）　17：30～20：30
恋人や家族、友達など大切な人への想い。
叶えたい願いを星空のパネルに自由に描いてい
ただきます。
料金：展望階利用料

■夏の夕べの野外映画鑑賞会 
7月21日（土）「シュレック」 
7月28日（土）「皇帝ペンギン」 19：00～
夏の夕べ野外で、子供も大人も楽しめる映画を
上映します。
料金：無料

■浴衣でタワーにのぼろう
8月1日（水）～31日（金）　17：00～20：30
8月の夕べに浴衣姿のご来園者には、ツインアー
チ138に無料で招待します。（甚平は、対象外）

■「盆踊り大会」
8月5日（日）～19日（日）の土日　18：00～20：30
大芝生広場で盆踊
りを行うとともに、地
元の太鼓愛好グル
ープによる勇壮な
演奏を篝火の下で
披露します。 
■タワーパークファンタジーイルミネーション 
8月1日（水）～31日（金）　18：00～20：30
イベント広場のトピ
アリーのライトアッ
プやその他園内各
所に星のイルミネ
ーションが配され、
幻想的な雰囲気
が味わえます。

 

■プラネタリウムのミニシアター
8月5日（日）・19日（日）「銀河鉄道の夜」 
8月12日（日）・26日（日）「銀河鉄道999」 
17：30～
天体、星座にまつわる映画を上映します。
料金：展望階利用料

■星空観賞会
8月4日（土）　19：30～20：30
天体望遠鏡の使い方の講習、展望階から星空
の観賞等を行います。
料金：展望階利用料

■タワーパークダンスフェスティバル
8月25日（土）　18：00～20：00
ダンスＴＶ番組「スーパーチャンプル」でお馴染
みのプロダンサーと愛知県で活躍中の地元ダン
サー、ボーカルユニットによるダンスステージを行
います。
料金：無料

TEL：0586-89-8200 
時間：9：30～18：00（最終入館17：00まで） 
入館料：大人1400円　中高校生1100円 
小学生750円　幼児（3歳以上）370円 
シルバー割引1260円（証明類要）

■バックヤードツアー
土日祝日開催　①11：00～　②15：00～（全行程30分程度）
内容：飼育スタッフが、
普段見えない水槽の裏
側や水族館の仕組みを
わかりやすく説明します。
申込方法：①②とも実施
当日朝9：30から1階イン
フォメーションにて先着
10名様
※生き物の体調により、
内容が変更になる場合
があります。
※入館料のみで参加できます。

■「フィーディングウォッチ」「ポイントガイド」
内容：生き物たちがエサを食べる様子をご覧いただけます。また、飼育スタッ
フから生き物たちの変わった習性など詳しい説明を聞くことができます。

■アシカショー
カリフォルニアアシカの「マリン」によるアシカステージ。
1日4回実施（約10分～15分）土日祝日は1日5回実施、
※アシカの体調や天候等により休止の場合があります。また、満員の場合
は入場制限をさせていただきます。 
■アクア・トトぎふのサマースクール
7月29日（日）、8月5日（日）・19日（日）　10：00～16：00（6時間）
内容：水族館内の生き物を見
ながら、クイズラリーに挑戦します。
クイズを通して生き物に対する
理解が深まり、楽しく学習がで
きます。また、飼育スタッフと共に、
生き物への餌あげと水質検査
を体験し、生き物たちの食、住
について学びます。
参加費：入館料＋300円
募集人員：20名（各回）申込多数の場合抽選
対象：小学4年生～6年生（家族参加）
応募締め切り：7/22（7/29分） 7/29（8/5分） 8/12（8/19分）　
申込方法：アクア・トトぎふへはがきかメール
〒501-6021
各務原市川島笠田町1453河川環境楽園内 アクア・トトぎふ
「サマースクール」係
kouza@aquatotto.co.jp


